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１ 【内部統制報告書の訂正報告書の提出理由】

平成23年６月27日に提出いたしました第47期（自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日）内部統制

報告書の記載事項の一部を訂正するため内部統制報告書の訂正報告を提出するものであります。　

　

２ 【訂正事項】

３　評価結果に関する事項　

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は＿を付して表示しております。　

　

３ 評価結果に関する事項

　（訂正前）

上記の評価の結果、当事業年度末日時点において、当社の財務報告に係る内部統制は有効であると判

断しております。

　

　（訂正後）

下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼすこととなり、重要

な欠陥に該当すると判断いたしました。したがって当事業年度末日時点の当社の財務報告に係る内部

統制は有効ではないと判断いたしました。

記

　
当社グループのセンサーセグメントに関して、平成23年３月期に内部取引が発生し、平成23年３月期

第４四半期においてアルコール測定器の駆け込み特需があり、期末に売上高が一時的に増加したため

期ずれ調整を行い、当社のセンサーセグメントの仕入高に対応する連結子会社の売上高を計上し、相殺

消去を行いました。その際、連結子会社の売上原価並びに当該取引に関する税効果の仕訳をしておりま

せんでした。平成24年３月期の期末監査手続きにおいて、監査人より上記の仕訳が計上されていない旨

の指摘を受けました。この原因は、連結仕訳のうち例外的な手入力仕訳の検証が不十分であったことに

起因しております。

  これにより当社は、第47期有価証券報告書並びに第48期第１四半期から第48期第３四半期までの訂

正報告書を提出いたしました。

　
当社は、連結仕訳のうち例外的な手入力仕訳の検証機能を強化する方針であります。

　
以上
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